
　道の駅「川のみなと長井」を調査しました。特産物の販売や観
光案内にとどまらず、長井市の玄関口として「まちへ人を誘導」「ま
ちから人を誘導」し、市民と観光客の交流拠点を目指しています。
　私たちが目指す「道の駅」もそこで完結するのではなく、市内、郡
内に観光客を誘導できるような工夫をすることにより、最上地域全体
の観光誘客を拡大することが可能だと考えます。
　現在、最上地域においていわゆる「道の駅」は戸沢村の一か所
のみです。東北中央道と４７号高規格道路の交差する新庄の地の

利を生かし、山形県の北の玄関口として道の駅のありかたを考えていかなければなりません。最上８市町
村の道の駅をネットワーク化し互いに連携、補完するシステムづくりが必要です。

長井市に新規オープンした
観光交流センター道の駅「川のみなと長井」
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4年制大学設置に向け発信！
〜高度な実践力と創造力をもつ人材の育成を〜

皆様のご意見をお寄せください。
山科とものりホームページ　http://www.yamashina.jp/ facebook公開中

　日頃より皆様にはご指導ご助言を賜り感謝
申し上げます。
　県議会6月定例会予算特別委員会におい
て質問を行いましたので、誌面にてご報告い
たします。
　今回は、県立新庄病院についてと高等教
育機関（4年制大学）について質問を行いま
した。この二つ案件については、県議会議員
に挑戦した時から実現を目指し訴えてきまし
た。新庄病院については、これまでにご報告
してきたように、今年度、用地買収の予算が
確保され、今後は具体的な設計へと進んでゆ
きます。
　私は、病院の建物だけではなく機能を充
実しなければならないと繰り返し訴えてきまし
た。さらに、医療機能の充実はもちろんです
が、医療機能に加え患者の快適性（アメニ
ティー）向上や健康を維持し病気を予防す
るような情報発信機能の充実も必要だと考え
ています。
　特に、今回は「司書を配置した患者用図書
室」整備や最上保健所の移転併設、休日夜
間診療所の併設等について質問しました。
　実現すれば県立病院では初となる「患者
用図書室」整備については、知事より非常に
前向きな答弁があり、新庄病院の特色の一つ
となることが期待されます。
　もうひとつの柱である高等教育機関の設
置については、今年5月に学校教育法が改正
され平成31年度より「専門職大学」という新

しい大学制度がスタートします。
　「専門職大学」は、変化の激しい社会に対
応したより高度な実践力と創造力を有する
人材を育成する大学です。また、社会人学生
や編入学生等の多様な学生を受け入れる方
針が示されています。
　法律改正されたばかりのため、詳しい事
項については今後の公表が待たれるところ
ですが、県内4地域のなかで大学のない新
庄最上地域にとっては県立農林大学校を4
年制大学にするまたとないチャンスだと考え
ます。
　人口減少や少子高齢化は全国的な課題
であり、簡単な解決策などありません。
　だからこそ、若者が地元で学び続けられ
る環境を整備し、さらに他地域から若者を
呼び込み、地元の企業と連携し、新たなベン
チャーを発進させるなど、その研究や技術が
地元に還元されるようにすることで地域の活
力を高めていくことが大切です。
　今後も4年制大学の創設に向け活動して
まいります。
　最後に、農業や市街地活性化、魅力ある
街づくりなど課題は山積しております。今後と
も皆様のご意見をぜひお聞かせくださいます
ようお願いいたします。
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商工労働観光常任委員会現地調査

（村山、置賜地域  5/31〜6/2）
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各駅が連携・補完し
効果を発揮

各駅が独自性を磨き
魅力を発揮

（平成29年2月27日／日本農業新聞）

　「専門職大学」という新しい領域の大学は、農業、観光、情報等の分野
でより専門的、実践的に学び学位を得る大学を想定しています。現場で
の実習に重点を置くことから即戦力となることが期待され就職率も高
くなるといわれています。
　静岡県では2020年全国初の開学を目指して準備を進めています。
　本県では、来年度の国の予算に対する「政府への提案」として要望を
進めています。

　県内４地域において高等教育機関がない最上地域にとっては好機で
あり、県の均衡ある発展を考えるとき、高等教育の環境整備について積
極的に推進すべきです。
　学歴や大学進学が全てではありません、しかし地域にとって教育、文
化レベルを高めていくことは必要です。私は、教育こそ地域発展の根幹
であり、国における地方創生が必要ならば、本県においては新庄最上地
域の創生こそが急務だと考えます。


